
【現 状】 データサイエンス系の組織・体制が急拡大

① 「データサイエンス系学部・学科」の新設ラッシュ
設置校： 4大学 (2020年度） ⇒40大学 (2025年度)

② 「数理・データサイエンス・AI教育プログラム」制度の創設
認定校（リテラシーレベル）： 0大学(2020年度) ⇒490大学(2026年度)

【課 題】

・ データサイエンス・AIの基盤となる
「統計学」の専門教員の不足が顕著

・ AIが急速に進化・利活用が急増する中、
現在の供給ペースでは追い付かない

統計エキスパート人材育成の好循環システムを早急に確立

【事業推進基盤の形成】
・ メンター・チューター教員 確保
・ 新研修プログラム等 開発実施
・ 大学等拠点モデル 調査・実証研究

【工程表の策定・事業推進】
・ 中間評価 ⇒工程表 策定
・ 新研修プログラム等 改善実施
・ 大学等拠点モデル 調整・実践

2028・2029年度

【人材育成ﾈｯﾄﾜｰｸの展開】
・ 大学等拠点モデル 整備
・ 拠点モデルを核に人材
育成エコシステム 構築

2030年度

【エコシステム】
・ エコシステム
による人材
育成 推進

2031年度～2026・2027年度
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※ 大学等拠点の例：産学連携モデル、社会科学モデル、
地域連携モデル、学部横断モデル 等

参画機関
連携機関
（機関会員）

（段階的に整備）

AI時代を支える 新たな統計エキスパート人材育成

-高度統計人材育成強化拠点形成事業-（2026～2030年度）

人材育成の拠点を拡大

AI時代を支える
新たな研修プログラム開発・実施
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